
支部社協では、
みなさんの身近な地域で、
福祉委員を中心に様々な  
ふれ合い 支え合い 助け合い
活動を行っています。

あなたのまちの

支部社協

※社協だよりの配布については、自治会のご協力をいただいております。 8
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　　「
子
育
て
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会
」
を
立
ち
上
げ
て
十
年
が

経
ち
ま
す
。
当
時
私
た
ち
は
、
地
域
の
子
育

て
世
代
の
人
た
ち
が
何
を
必
要
と
し
て
い
る

の
か
を
考
え
、
未
就
園
児
を
育
て
る
親
た
ち

が
気
軽
に
集
い
、
話
が
で
き
る
場
所
を
発
足

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
名
前
は
「
し
ゃ
べ

り
場
」
で
す
。
今
年
七
月
、
百
二
十
六
回
を

迎
え
ま
し
た
。
現
在
も
月
に
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、
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中
学

校
の
「
地
域
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借
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し
て
行
っ

て
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す
。
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感
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中
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や
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地
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な
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い
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護
者
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ん
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も
和
や
か
な
関
係

を
築
い
て
い
ま
し
た
。
　

　
し
か
し
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こ
数
年
の
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型
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ナ
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止
で
行
動
制
限
が
厳
し
く
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り
、
小
中
学

生
の
居
場
所
が
様
変
わ
り
し
、
行
動
や
学
習

意
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に
大
き
く
影
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を
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て
い
る
事
を
憂
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し
「
何
と
か
し
よ
う
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と
子
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て
部
会
は

立
ち
上
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り
ま
し
た
。
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学
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と
し
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地
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の
大
人
た
ち
と
子
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も
た
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が
共
に
憩
え
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場
所
づ
く
り
を
開
始
し
ま
し
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。
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り
っ
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始
し
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。
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で
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し
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二
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過
ご
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。
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学
習
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番
外
編
を
実
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北
本
市
長
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が
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問
し
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小
学
生
た
ち

は
市
長
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ん
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登
場
に
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っ
く
り
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初
め
て

お
会
い
し
た
！
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の

体
験
こ
そ
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
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域
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で
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る
よ
う
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け
て
ま
い
り
ま
す
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付

北本市社会福祉協議会は、
災害時のボランティア
体験を行うブースを
開設しました。
詳細はP2に掲載
しています。
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九都県市 合同防災訓練に参加しました！！
福祉サービス利用援助事業

受付班

ニーズ班

総括班 マッチング班

参加してくれたボランティアを
活動先につなぎます

参加してくれたボランティアを
活動先につなぎます

災害ボランティアセンター全体を
総括するところです

災害ボランティアセンター全体を
総括するところです

ボランティア活動に必要な資材の一例ボランティア活動に必要な資材の一例

ボランティア活動をしたい方の
受付、登録をします

ボランティア活動をしたい方の
受付、登録をします

被災された方のお困りごとを
丁寧に聞きとります

被災された方のお困りごとを
丁寧に聞きとります

このようなことでお困りではありませんか？
● 大切な通帳や印鑑を置いた場所を忘れてしまいそうで不安だなぁ…
● 私の代わりに公共料金の支払いや日常生活費を誰か届けてくれないかなぁ…
● 郵便物などの書類がきているけど、いろいろな書類があってよく分からないなぁ…
● 福祉サービスの利用相談や手続きの手伝いをしてほしいなぁ…

ご利用できる方
　物忘れなどのある高齢者や知的障がい・精神障がいのある方など
サービス内容
　利用者の生活状況や困りごとを伺い、支援計画を作成し、契約により援助を行います。
　（契約するまでの相談や支援計画の作成は無料）

問合せ

種　　　類 援　助　の　内　容 利　用　料

①福祉サービス利用援助 福祉サービスに関する相談・情報提供・定期的
な訪問による見守りなど 降30分ごとに400円が加算

１回１時間まで1,200円、以

１回１時間1, 600円

されます。③日常的金銭管
理を利用の場合で、代理に
より援助を行う場合は、

②日常生活上の援助 郵便物の整理や行政手続に関する援助など

③日常的金銭管理 生活費のお届け、福祉サービス利用料や医療費、
公共料金の支払いなど

④書類等預かりサービス 預金通帳、印鑑、重要書類などを貸金庫でお預
かり 利用料500円（１か月）

基本料2, 000円（年間）

あんしんサポートねっと

北本市社会福祉協議会　地域福祉グループ　☎ 593-2961　FAX 592-9442

23

問合せ　北本市社会福祉協議会　☎ 593-2961　FAX 592-9442　Mail kitamoto.shakyo@gmail.com

活動内容
医療機関や公共施設、社会福祉施設の入
退所に必要な送迎を行っていただきます。
利用者宅から目的地までの送迎と、車椅子
の乗降のお手伝いをお願いします。

活動範囲　
北本市、鴻巣市、桶川市、上尾市、伊奈町

報　　酬　
１回あたり　
片道　   650円　　
往復　1,300円

資　　格
地域の支え合い活動に理解と関心があり、
運転経験５年以上で、健康な70歳未満の方。
＊国土交通大臣が認定する講習（２日間）を受講　
　する必要があります。
　講習は２か月に一度開催されます。講習会費用、
　交通費などは社会福祉協議会が負担いたします。

協力員になるには？

運転を中心とした無償のボランティアも
同時募集しています！
主に、子ども食堂・フードパントリー
などの食材の運搬をお願いしています。

運転ボランティア募集！

8/10（水）北本市役所職員と北本市社会福祉協議会の職員で、福祉避難所を開設・運営するための訓練を行いました。
福祉避難所とは、一般の避難所では生活することが困難な高齢者、障がい
者、乳幼児その他の特に配慮を要する方のために、特別な配慮がなされた
避難所のことです。

北本市役所職員と北本市社会福祉協議会の職員で、
福祉避難所を開設・運営するための訓練を行いました。

福祉避難所とは、一般の避難所では生活することが困難な高齢者、障がい
者、乳幼児その他の特に配慮を要する方のために、特別な配慮がなされた
避難所のことです。

「福祉避難所開設訓練」実施しました！「福祉避難所開設訓練」実施しました！「福祉避難所開設訓練」実施しました！
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福祉避難所とは、一般の避難所では生活することが困難な高齢者、障がい
者、乳幼児その他の特に配慮を要する方のために、特別な配慮がなされた
避難所のことです。
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活動内容
　「北本市障害児学童保育室すきっぷ」は、豊かな放課後の時間を
子どもたちに過ごさせたいと保護者が集い、1999年5月に『北本
市に障害児学童を作る会』が発足されました。そして、2011年
に指定管理者として北本市の障害児学童保育を担う団体となり、
2014年からは埼玉県より指定をいただき放課後等デイサービス
事業をスタートし今年で23年目を迎えました。
　コロナ禍で活動も制限されていますが、活動内容としては年間
を通じて散歩の日、手作りおやつの日、ダンスの日、工作の日を
設け、月に1度は避難訓練も実施しています。また、子どもたち
それぞれの誕生会も行っています。
　年間行事では、初詣、お正月遊び、ひな祭り、七夕祭り、プール、
夏祭り、ハロウィンやクリスマス会など季節の行事を行い、毎月
楽しいイベントを行っています。また、コロナ前は春休みや夏休み
には大型バスを借りて遊園地や水族館などに出かけていました。
　事故や怪我のないようしっかりと運営し、子どもたちが毎日笑
顔で過ごせるよう活動していきたいと思います。

　

イエローバード
設立／ 2011年12月　会員数／ 15名

活動内容
　私たち「イエローバード」は、北本・桶川を
中心にハワイアンミュージックのバンド演奏
と、ボーカル（歌）とフラ（ダンス）の３つを
合わせて活動しているサークルです。
　フラダンスは、華やかな衣装で優雅に踊りま
すので地域の方々に大変喜ばれます。
　バンド演奏は、ハワイアンに限らず日本の思
い出の歌も唄い、皆さんとご一緒に合唱する機
会もあります。
　バンドマンは高齢者ですが、張り切って練習
に励んでいます。イベントの時には、来場して
くださった皆さんに元気を与えられる存在であ
れば幸甚です。

　バンドの楽器は、スチールギター、ウクレレ、
サイドギター、ベースギターから成り、いつか
ハワイで演奏するのが夢です。
　なお、フラダンスは初心者を募集していま
す。見学をご希望でしたらいつでもご連絡くだ
さい。

連絡先　川崎　☎070 - 6521 - 8912

わたしのまちの

ボランティア団体

　今年も、夏休みを利用したボランティア体験プログラムを実施しました。新型コロナの影響を受け、
中止になったメニューもありましたが、自宅でできる活動や、夏まつりのお手伝い、地域の交流の場で
の体験活動、福祉や防災訓練に関する新メニューなどを組み入れながら実施し、小学生から70代の方ま
で、のべ188名の方にご参加いただくことができました。
　「またやってみたい」「今まで知らなかったことが学べて良かった」など、たくさんの声をいただき、
ボランティア活動や福祉について知るきっかけになったことと思います。

　今年も、夏休みを利用したボランティア体験プログラムを実施しました。新型コロナの影響を受け、
中止になったメニューもありましたが、自宅でできる活動や、夏まつりのお手伝い、地域の交流の場で
の体験活動、福祉や防災訓練に関する新メニューなどを組み入れながら実施し、小学生から70代の方ま
で、のべ188名の方にご参加いただくことができました。
　「またやってみたい」「今まで知らなかったことが学べて良かった」など、たくさんの声をいただき、
ボランティア活動や福祉について知るきっかけになったことと思います。

北小学校と特別養護老人ホーム
さくら苑の交流（福祉の心を育む交流事業）

　社会福祉協議会では、小中学校と社会福祉施設の間を
つなぎ、学校と施設の寄付寄贈や交流活動を通じて、子
どもたちの福祉の心を育み、社会福祉法人の社会貢献活
動の推進に取り組んでいます。
　7月5日（火）、北小学校の児童が特別養護老人ホーム
さくら苑を訪問し、児童が育てたアサガオの鉢植えを施
設のみなさんにプレゼントしました。施設からは学校へ
のお礼として、児童の読書活動に役立つ推奨図書を贈り
ました。
　このように、寄付寄贈を通じた北小学校とさくら苑と
の交流は長年続いています。
　コロナ禍となる前までは、施設見学や吹奏楽披露など
のつながりが広がっていました。コロナに負けないにぎ
やかで温かみのある地域交流が再開されることを願って
います。

　社会福祉協議会では、小中学校と社会福祉施設の間を
つなぎ、学校と施設の寄付寄贈や交流活動を通じて、子
どもたちの福祉の心を育み、社会福祉法人の社会貢献活
動の推進に取り組んでいます。
　7月5日（火）、北小学校の児童が特別養護老人ホーム
さくら苑を訪問し、児童が育てたアサガオの鉢植えを施
設のみなさんにプレゼントしました。施設からは学校へ
のお礼として、児童の読書活動に役立つ推奨図書を贈り
ました。
　このように、寄付寄贈を通じた北小学校とさくら苑と
の交流は長年続いています。
　コロナ禍となる前までは、施設見学や吹奏楽披露など
のつながりが広がっていました。コロナに負けないにぎ
やかで温かみのある地域交流が再開されることを願って
います。



45

北本市栄1   
☎591-7018

活動内容
　「北本市障害児学童保育室すきっぷ」は、豊かな放課後の時間を
子どもたちに過ごさせたいと保護者が集い、1999年5月に『北本
市に障害児学童を作る会』が発足されました。そして、2011年
に指定管理者として北本市の障害児学童保育を担う団体となり、
2014年からは埼玉県より指定をいただき放課後等デイサービス
事業をスタートし今年で23年目を迎えました。
　コロナ禍で活動も制限されていますが、活動内容としては年間
を通じて散歩の日、手作りおやつの日、ダンスの日、工作の日を
設け、月に1度は避難訓練も実施しています。また、子どもたち
それぞれの誕生会も行っています。
　年間行事では、初詣、お正月遊び、ひな祭り、七夕祭り、プール、
夏祭り、ハロウィンやクリスマス会など季節の行事を行い、毎月
楽しいイベントを行っています。また、コロナ前は春休みや夏休み
には大型バスを借りて遊園地や水族館などに出かけていました。
　事故や怪我のないようしっかりと運営し、子どもたちが毎日笑
顔で過ごせるよう活動していきたいと思います。

　

イエローバード
設立／ 2011年12月　会員数／ 15名

活動内容
　私たち「イエローバード」は、北本・桶川を
中心にハワイアンミュージックのバンド演奏
と、ボーカル（歌）とフラ（ダンス）の３つを
合わせて活動しているサークルです。
　フラダンスは、華やかな衣装で優雅に踊りま
すので地域の方々に大変喜ばれます。
　バンド演奏は、ハワイアンに限らず日本の思
い出の歌も唄い、皆さんとご一緒に合唱する機
会もあります。
　バンドマンは高齢者ですが、張り切って練習
に励んでいます。イベントの時には、来場して
くださった皆さんに元気を与えられる存在であ
れば幸甚です。

　バンドの楽器は、スチールギター、ウクレレ、
サイドギター、ベースギターから成り、いつか
ハワイで演奏するのが夢です。
　なお、フラダンスは初心者を募集していま
す。見学をご希望でしたらいつでもご連絡くだ
さい。

連絡先　川崎　☎070 - 6521 - 8912

わたしのまちの

ボランティア団体

　今年も、夏休みを利用したボランティア体験プログラムを実施しました。新型コロナの影響を受け、
中止になったメニューもありましたが、自宅でできる活動や、夏まつりのお手伝い、地域の交流の場で
の体験活動、福祉や防災訓練に関する新メニューなどを組み入れながら実施し、小学生から70代の方ま
で、のべ188名の方にご参加いただくことができました。
　「またやってみたい」「今まで知らなかったことが学べて良かった」など、たくさんの声をいただき、
ボランティア活動や福祉について知るきっかけになったことと思います。

　今年も、夏休みを利用したボランティア体験プログラムを実施しました。新型コロナの影響を受け、
中止になったメニューもありましたが、自宅でできる活動や、夏まつりのお手伝い、地域の交流の場で
の体験活動、福祉や防災訓練に関する新メニューなどを組み入れながら実施し、小学生から70代の方ま
で、のべ188名の方にご参加いただくことができました。
　「またやってみたい」「今まで知らなかったことが学べて良かった」など、たくさんの声をいただき、
ボランティア活動や福祉について知るきっかけになったことと思います。

北小学校と特別養護老人ホーム
さくら苑の交流（福祉の心を育む交流事業）

　社会福祉協議会では、小中学校と社会福祉施設の間を
つなぎ、学校と施設の寄付寄贈や交流活動を通じて、子
どもたちの福祉の心を育み、社会福祉法人の社会貢献活
動の推進に取り組んでいます。
　7月5日（火）、北小学校の児童が特別養護老人ホーム
さくら苑を訪問し、児童が育てたアサガオの鉢植えを施
設のみなさんにプレゼントしました。施設からは学校へ
のお礼として、児童の読書活動に役立つ推奨図書を贈り
ました。
　このように、寄付寄贈を通じた北小学校とさくら苑と
の交流は長年続いています。
　コロナ禍となる前までは、施設見学や吹奏楽披露など
のつながりが広がっていました。コロナに負けないにぎ
やかで温かみのある地域交流が再開されることを願って
います。

　社会福祉協議会では、小中学校と社会福祉施設の間を
つなぎ、学校と施設の寄付寄贈や交流活動を通じて、子
どもたちの福祉の心を育み、社会福祉法人の社会貢献活
動の推進に取り組んでいます。
　7月5日（火）、北小学校の児童が特別養護老人ホーム
さくら苑を訪問し、児童が育てたアサガオの鉢植えを施
設のみなさんにプレゼントしました。施設からは学校へ
のお礼として、児童の読書活動に役立つ推奨図書を贈り
ました。
　このように、寄付寄贈を通じた北小学校とさくら苑と
の交流は長年続いています。
　コロナ禍となる前までは、施設見学や吹奏楽披露など
のつながりが広がっていました。コロナに負けないにぎ
やかで温かみのある地域交流が再開されることを願って
います。



67

本
人
申
請
で
す

　
今
年
も
「
つ
な
が
り
　
さ
さ
え
あ
う
　
み

ん
な
の
地
域
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
地

域
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
で
集
め
ら
れ
た
募
金
を
利
用
し

て
、
地
域
で
支
援
を
必
要
と
す
る
世
帯
に
、

新
た
な
年
を
明
る
く
迎
え
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
通
し
て
援
護

金
を
贈
呈
し
ま
す
。

 

配
分
対
象
世
帯

　
市
内
に
在
住
し
、
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
で
、
次

に
揚
げ
る
も
の
と
し
ま
す
。

①
本
年
度
の
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ

り
、
か
つ
、
支
援
を
必
要
と
す
る
世
帯
。

た
だ
し
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
を
受

け
て
い
る
世
帯
は
除
く
。

②
本
年
中
に
お
い
て
事
故
、
病
気
等
の
具
体

的
理
由
に
よ
り
支
援
を
要
す
る
世
帯
。

※

申
請
希
望
の
人
は
、
お
住
ま
い
の
地
域
を

担
当
す
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
か
ら
申

請
用
紙
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

※

申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
10

月
21
日
（
金
）
ま
で
に
民
生
委
員
・
児
童

委
員
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
北
本
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
5
9
3
ー

2
9
6
1

　
F
A
X 

5
9
2
ー

9
4
4
2

歳
末
た
す
け
あ
い

　
　援
護
金
の
お
知
ら
せ

歳
末
た
す
け
あ
い

　
　援
護
金
の
お
知
ら
せ

　
埼
玉
県
で
の
共
同
募
金
運
動
は
、
今
年
で

75
回
目
に
な
り
ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
地
域
福

祉
推
進
の
事
業
や
地
域
か
ら
の
孤
立
を
な
く

す
活
動
、
災
害
に
備
え
る
た
め
の
活
動
に
使

わ
れ
ま
す
。

　
今
年
も
、
戸
別
募
金
、
街
頭
募
金
、
職
域

募
金
等
を
実
施
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
終
息

し
な
い
状
況
下
で
す
が
、
運
動
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

今
年
も
10
月
1
日
か
ら
3
月
末
日
ま
で
、

全
国
一
斉
に
始
ま
り
ま
す
。

今
年
も
10
月
1
日
か
ら
3
月
末
日
ま
で
、

全
国
一
斉
に
始
ま
り
ま
す
。

今
年
も
10
月
1
日
か
ら
3
月
末
日
ま
で
、

全
国
一
斉
に
始
ま
り
ま
す
。

教
育
支
援
資
金

　
　貸
付
の
お
知
ら
せ

教
育
支
援
資
金

　
　貸
付
の
お
知
ら
せ

教
育
支
援
資
金

　
　貸
付
の
お
知
ら
せ

【
団
体
】

◇
来
本
化
工

◇
北
本
ハ
イ
デ
ン
ス
自
治
会

◇
多
肉
ガ
ー
デ
ン
福
福

◇
糸
の
会

◇
隆
盛
園

◇
北
本
絵
手
紙「
藤
の
会
」

◇
北
本
市
視
覚
障
害
者
協
会
　

◇
き
た
も
と
寿
苑
　

◇
サ
ン
マ
ン
シ
ョ
ン
北
本
　

◇
南
団
地
五
月
会
　

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ
く
ら
苑
　

◇
埼
玉
県
立
北
本
高
等
学
校
　

◇
井
上
眼
科
医
院

◇
さ
く
ら
苑

◇
北
本
市
内
郵
便
局
　

◇
Ma
rr
ia
g
e.
k
i（
マ
リ
ッ
ジ
ケ
イ
）　

◇
虹
の
あ
る
街
北
本
店

◇
毎
日
新
聞
小
川
販
売
店

◇
つ
る
し
雛
　
笑
の
会

◇
二
ツ
家
4
丁
目
自
治
会

◇
滝
瀬
建
材
工
業
㈱

◇
ア
リ
ラ
ン

◇
北
本
東
ス
マ
イ
ル
こ
ど
も
園

◇
明
治
安
田
生
命
　
北
本
営
業
所
　

◇
北
本
市
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　

◇
東
部
公
民
館

◇
北
本
市
婦
人
会

◇
就
労
移
行
支
援
事
業
所
て
ん
と
う
む
し
北
本

◇
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
埼
玉
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ

◇
北
本
市
ご
み
減
量
等
推
進
市
民
会
議（
市
民
農
園
）

◇
北
本
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会

◇
Y
A
S
A
I
応
援
隊

【
個
人
】

◇
吉
野
道
子
 

　
◇
新
井
柊
真

◇
古
田
友
美
 

　
◇
池
本
勝
則

◇
丸
山
喜
代
 

　
◇
原
睦
、マ
サ
エ

◇
酒
井
嘉
仁
 

　
◇
菊
池
繭
子

◇
佐
藤
和
俊
 

　
◇
福
田
豊
子

◇
坂
下
朝
子
 

　
◇
秋

◇
加
藤
博
夫
 

　
◇
金
子
行
男

◇
山
賀
友
心
 

　
◇
千
葉
麗
子

◇
小
川
楊
子
 

　
◇
山
の
富

◇
斎
藤
浩
二
 

　
◇
鈴
木
マ
リ
子

◇
菊
池
立
子
 

　
◇
本
名
貴
光

◇
飯
島
千
佳
子
 
　
◇
岡
村
和
武
 
　

◇
豊
島
一史
 

　
◇
山
賀
弘
造
 
　

◇
羽
根
勝
弘
 

　
◇
藤
原
映
子
 
　

◇
中
田
勇
 

　
◇
三
槻
佳
子
 
　

◇
浜
岡
和
美
 

　
◇
平
井
三
千
子
　
　

◇
鈴
木
ゆ
き
子
 
　
◇
飯
島
千
佳
子
　
　

◇
安
藤
英
昭
 

　
◇
松
﨑
広
行
 
　

◇
髙
野
佳
代
子
 
　
◇
大
畑
美
幸

◇
川
上
徳
洋

【
物
品
】

エコ
キ
ャッ
プ
、プ
ル
ト
ッ
プ
、
古
切
手
、
介
護
用

品
、
衣
類
、
食
料
品
、
生
活
用
品
、
他

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
預
託
金
品

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
預
託
金
品
令
和
４
年
３
月
１
日
〜
令
和
４
年
８
月
31
日

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

①バッジ １個
500円以上

④とまちゃん缶バッジ １個

300円
以上

②図書カード
　　　　１枚

1,000円以上
※500円分のお支払いに利用可

寄付金つきグッズ募金

③クオカード 
　　　　１枚

1,000円以上
※500円分のお支払いに利用可

【
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

　
　
　
　
　
　
　 （
順
不
同
・
敬
称
略
）

◇
ぞ
う
き
ん

安
藤
楽
人
、
本
間
悠
太
、
小
林
翔
太
、

井
上
蓮
、
宮
口
樹
、
宮
口
希
彩
、

尾
崎
友
香
、
川
村
真
未
、
松
井
奏
介
、

松
井
菜
々
美
、
T
o
m 

T
o
m
、

住
本
秋
斗
、
金
子
太
洋
、
金
子
太
建
、

𠮷
田
絆
痢
、
池
谷
凌
輔
、
高
野
友
見
、

髙
橋
千
絢
、
赤
志
仁
誠
、
赤
志
元
誠
、

小
野
織
央
、
野
口
華
湖
、
矢
部
愛
実
、

東
恩
納
心
愛
、
東
恩
納
望
香
、

金
子
裕
翔
、
金
子
智
輝
、
石
井
薫
瑠
、

石
井
優
璃
、
匿
名

◇
ア
シ
ス
ト
瓦

T
o
m 

T
o
m
、
太
田
隆
文
、

牧
野
直
也
・
彩
乃
、
松
崎
勇
人
、
匿
名

　
学
費
等
の
捻
出
が
困
難
な
低
所
得
世
帯
の

学
生
に
対
し
、
教
育
支
援
資
金
貸
付
（
無
利

子
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
世
帯
】
世
帯
の
収
入
が
一
定
の
基
準 

　
以
下
の
世
帯
　※

地
域
・
家
族
構
成
等
で

　
基
準
が
異
な
り
ま
す
。

【
返
済
期
間
】
20
年
以
内

【
相
談
・
申
込
窓
口
】

　
北
本
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
５
９
３
ー

２
９
６
１

　
F
A
X 

５
９
２
ー

９
４
４
２

【
実
施
主
体
】
埼
玉
県
社
会
福
祉
協
議
会

■

利
用
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点

①
修
学
す
る
本
人
が
申
込
者
、
世
帯
の
生
計

中
心
者
が
連
帯
借
受
人
と
な
り
ま
す
。

②
本
貸
付
よ
り
優
先
し
て
利
用
い
た
だ
く
奨

学
金
（
他
制
度
）
が
あ
り
ま
す
。

③
受
験
す
る
学
校
が
決
ま
っ
て
い
れ
ば
、
入

学
（
合
格
発
表
）
前
で
も
申
込
み
が
で
き

ま
す
。

④
申
込
み
は
１
年
ご
と
で
す
。

⑤
貸
付
に
は
審
査
が
あ
り
ま
す
。

　
北
本
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
様
か
ら
北
本

市
社
会
福
祉
協
議
会
に
58
万
９
，５
３
３
円

が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
献
金
は
、
同
連
合
会
会
員
の
皆
様
が

福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
善
意
で

毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
昭
和
57
年
か
ら
41
回
に
わ
た
り
、
合
計

２
，５
５
０
万
４
，２
３
１
円
に
な
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
福
祉
献
金

【対象となる学校と貸付金額】

   

高校 35,000円/月

 

 
 

 

短大・専門学校 60,000円/月

大学 65,000円/月

授業料・
通学定期代
等

500,000円
※入学時のみ

入学金・
制服代・
教科書代
等

教育支援費 就学支度費

貸付上限額・主な使途

地
域
を
支
え
る

　
　福
祉
の
お
仕
事
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
さ
い
た
ま
市
（
西
区
、
北
区
、
大
宮
区
、

見
沼
区
、
岩
槻
区
）、
鴻
巣
市
、
上
尾
市
、

桶
川
市
、
北
本
市
、
蓮
田
市
、
伊
奈
町
の
福

祉
施
設
が
集
ま
る
就
職
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

　
無
資
格
・
未
経
験
で
働
け
る
職
場
も
あ
り

ま
す
の
で
、
お
話
だ
け
で
も
聞
き
に
来
て
下

さ
い
。

■
日
　時
　
令
和
４
年
10
月
12
日
　
水
曜
日

　
　
　
　
　
14
時
〜
15
時
30
分

■
場
　所
　
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町

　
　
　
　
　
１-

７-

５
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

　
　
　
　
　
ビ
ル
B
１
階
　
第
１
展
示
場

■
参
加
費
　無
料

■
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
を
し
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。「
埼
玉
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
」
で
検

索
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

社
会
福
祉
法
人
　
埼
玉
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
８-

８
３
３-

８
０
３
３

（
月
曜
日
〜
金
曜
日

10
時
〜
17
時 

祝
日

を
除
く
）

地
域
就
職
相
談
会

地
域
就
職
相
談
会
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本
人
申
請
で
す

　
今
年
も
「
つ
な
が
り
　
さ
さ
え
あ
う
　
み

ん
な
の
地
域
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
地

域
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
で
集
め
ら
れ
た
募
金
を
利
用
し

て
、
地
域
で
支
援
を
必
要
と
す
る
世
帯
に
、

新
た
な
年
を
明
る
く
迎
え
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
通
し
て
援
護

金
を
贈
呈
し
ま
す
。

 

配
分
対
象
世
帯

　
市
内
に
在
住
し
、
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
で
、
次

に
揚
げ
る
も
の
と
し
ま
す
。

①
本
年
度
の
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ

り
、
か
つ
、
支
援
を
必
要
と
す
る
世
帯
。

た
だ
し
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
を
受

け
て
い
る
世
帯
は
除
く
。

②
本
年
中
に
お
い
て
事
故
、
病
気
等
の
具
体

的
理
由
に
よ
り
支
援
を
要
す
る
世
帯
。

※

申
請
希
望
の
人
は
、
お
住
ま
い
の
地
域
を

担
当
す
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
か
ら
申

請
用
紙
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

※

申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
10

月
21
日
（
金
）
ま
で
に
民
生
委
員
・
児
童

委
員
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
北
本
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
5
9
3
ー

2
9
6
1

　
F
A
X 

5
9
2
ー

9
4
4
2

歳
末
た
す
け
あ
い

　
　援
護
金
の
お
知
ら
せ

歳
末
た
す
け
あ
い

　
　援
護
金
の
お
知
ら
せ

　
埼
玉
県
で
の
共
同
募
金
運
動
は
、
今
年
で

75
回
目
に
な
り
ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
地
域
福

祉
推
進
の
事
業
や
地
域
か
ら
の
孤
立
を
な
く

す
活
動
、
災
害
に
備
え
る
た
め
の
活
動
に
使

わ
れ
ま
す
。

　
今
年
も
、
戸
別
募
金
、
街
頭
募
金
、
職
域

募
金
等
を
実
施
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
終
息

し
な
い
状
況
下
で
す
が
、
運
動
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

今
年
も
10
月
1
日
か
ら
3
月
末
日
ま
で
、

全
国
一
斉
に
始
ま
り
ま
す
。

今
年
も
10
月
1
日
か
ら
3
月
末
日
ま
で
、

全
国
一
斉
に
始
ま
り
ま
す
。

今
年
も
10
月
1
日
か
ら
3
月
末
日
ま
で
、

全
国
一
斉
に
始
ま
り
ま
す
。

教
育
支
援
資
金

　
　貸
付
の
お
知
ら
せ

教
育
支
援
資
金

　
　貸
付
の
お
知
ら
せ

教
育
支
援
資
金

　
　貸
付
の
お
知
ら
せ

【
団
体
】

◇
来
本
化
工

◇
北
本
ハ
イ
デ
ン
ス
自
治
会

◇
多
肉
ガ
ー
デ
ン
福
福

◇
糸
の
会

◇
隆
盛
園

◇
北
本
絵
手
紙「
藤
の
会
」

◇
北
本
市
視
覚
障
害
者
協
会
　

◇
き
た
も
と
寿
苑
　

◇
サ
ン
マ
ン
シ
ョ
ン
北
本
　

◇
南
団
地
五
月
会
　

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ
く
ら
苑
　

◇
埼
玉
県
立
北
本
高
等
学
校
　

◇
井
上
眼
科
医
院

◇
さ
く
ら
苑

◇
北
本
市
内
郵
便
局
　

◇
Ma
rr
ia
g
e.
k
i（
マ
リ
ッ
ジ
ケ
イ
）　

◇
虹
の
あ
る
街
北
本
店

◇
毎
日
新
聞
小
川
販
売
店

◇
つ
る
し
雛
　
笑
の
会

◇
二
ツ
家
4
丁
目
自
治
会

◇
滝
瀬
建
材
工
業
㈱

◇
ア
リ
ラ
ン

◇
北
本
東
ス
マ
イ
ル
こ
ど
も
園

◇
明
治
安
田
生
命
　
北
本
営
業
所
　

◇
北
本
市
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　

◇
東
部
公
民
館

◇
北
本
市
婦
人
会

◇
就
労
移
行
支
援
事
業
所
て
ん
と
う
む
し
北
本

◇
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
埼
玉
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ

◇
北
本
市
ご
み
減
量
等
推
進
市
民
会
議（
市
民
農
園
）

◇
北
本
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会

◇
Y
A
S
A
I
応
援
隊

【
個
人
】

◇
吉
野
道
子
 

　
◇
新
井
柊
真

◇
古
田
友
美
 

　
◇
池
本
勝
則

◇
丸
山
喜
代
 

　
◇
原
睦
、マ
サ
エ

◇
酒
井
嘉
仁
 

　
◇
菊
池
繭
子

◇
佐
藤
和
俊
 

　
◇
福
田
豊
子

◇
坂
下
朝
子
 

　
◇
秋

◇
加
藤
博
夫
 

　
◇
金
子
行
男

◇
山
賀
友
心
 

　
◇
千
葉
麗
子

◇
小
川
楊
子
 

　
◇
山
の
富

◇
斎
藤
浩
二
 

　
◇
鈴
木
マ
リ
子

◇
菊
池
立
子
 

　
◇
本
名
貴
光

◇
飯
島
千
佳
子
 
　
◇
岡
村
和
武
 
　

◇
豊
島
一史
 

　
◇
山
賀
弘
造
 
　

◇
羽
根
勝
弘
 

　
◇
藤
原
映
子
 
　

◇
中
田
勇
 

　
◇
三
槻
佳
子
 
　

◇
浜
岡
和
美
 

　
◇
平
井
三
千
子
　
　

◇
鈴
木
ゆ
き
子
 
　
◇
飯
島
千
佳
子
　
　

◇
安
藤
英
昭
 

　
◇
松
﨑
広
行
 
　

◇
髙
野
佳
代
子
 
　
◇
大
畑
美
幸

◇
川
上
徳
洋

【
物
品
】

エコ
キ
ャッ
プ
、プ
ル
ト
ッ
プ
、
古
切
手
、
介
護
用

品
、
衣
類
、
食
料
品
、
生
活
用
品
、
他

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
預
託
金
品

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
預
託
金
品
令
和
４
年
３
月
１
日
〜
令
和
４
年
８
月
31
日

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

①バッジ １個
500円以上

④とまちゃん缶バッジ １個

300円
以上

②図書カード
　　　　１枚

1,000円以上
※500円分のお支払いに利用可

寄付金つきグッズ募金

③クオカード 
　　　　１枚

1,000円以上
※500円分のお支払いに利用可

【
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

　
　
　
　
　
　
　 （
順
不
同
・
敬
称
略
）

◇
ぞ
う
き
ん

安
藤
楽
人
、
本
間
悠
太
、
小
林
翔
太
、

井
上
蓮
、
宮
口
樹
、
宮
口
希
彩
、

尾
崎
友
香
、
川
村
真
未
、
松
井
奏
介
、

松
井
菜
々
美
、
T
o
m 

T
o
m
、

住
本
秋
斗
、
金
子
太
洋
、
金
子
太
建
、

𠮷
田
絆
痢
、
池
谷
凌
輔
、
高
野
友
見
、

髙
橋
千
絢
、
赤
志
仁
誠
、
赤
志
元
誠
、

小
野
織
央
、
野
口
華
湖
、
矢
部
愛
実
、

東
恩
納
心
愛
、
東
恩
納
望
香
、

金
子
裕
翔
、
金
子
智
輝
、
石
井
薫
瑠
、

石
井
優
璃
、
匿
名

◇
ア
シ
ス
ト
瓦

T
o
m 

T
o
m
、
太
田
隆
文
、

牧
野
直
也
・
彩
乃
、
松
崎
勇
人
、
匿
名

　
学
費
等
の
捻
出
が
困
難
な
低
所
得
世
帯
の

学
生
に
対
し
、
教
育
支
援
資
金
貸
付
（
無
利

子
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
世
帯
】
世
帯
の
収
入
が
一
定
の
基
準 

　
以
下
の
世
帯
　※

地
域
・
家
族
構
成
等
で

　
基
準
が
異
な
り
ま
す
。

【
返
済
期
間
】
20
年
以
内

【
相
談
・
申
込
窓
口
】

　
北
本
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
５
９
３
ー

２
９
６
１

　
F
A
X 

５
９
２
ー

９
４
４
２

【
実
施
主
体
】
埼
玉
県
社
会
福
祉
協
議
会

■

利
用
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点

①
修
学
す
る
本
人
が
申
込
者
、
世
帯
の
生
計

中
心
者
が
連
帯
借
受
人
と
な
り
ま
す
。

②
本
貸
付
よ
り
優
先
し
て
利
用
い
た
だ
く
奨

学
金
（
他
制
度
）
が
あ
り
ま
す
。

③
受
験
す
る
学
校
が
決
ま
っ
て
い
れ
ば
、
入

学
（
合
格
発
表
）
前
で
も
申
込
み
が
で
き

ま
す
。

④
申
込
み
は
１
年
ご
と
で
す
。

⑤
貸
付
に
は
審
査
が
あ
り
ま
す
。

　
北
本
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
様
か
ら
北
本

市
社
会
福
祉
協
議
会
に
58
万
９
，５
３
３
円

が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
献
金
は
、
同
連
合
会
会
員
の
皆
様
が

福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
善
意
で

毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
昭
和
57
年
か
ら
41
回
に
わ
た
り
、
合
計

２
，５
５
０
万
４
，２
３
１
円
に
な
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
福
祉
献
金

【対象となる学校と貸付金額】

   

高校 35,000円/月

 

 
 

 

短大・専門学校 60,000円/月

大学 65,000円/月

授業料・
通学定期代
等

500,000円
※入学時のみ

入学金・
制服代・
教科書代
等

教育支援費 就学支度費

貸付上限額・主な使途

地
域
を
支
え
る

　
　福
祉
の
お
仕
事
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
さ
い
た
ま
市
（
西
区
、
北
区
、
大
宮
区
、

見
沼
区
、
岩
槻
区
）、
鴻
巣
市
、
上
尾
市
、

桶
川
市
、
北
本
市
、
蓮
田
市
、
伊
奈
町
の
福

祉
施
設
が
集
ま
る
就
職
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

　
無
資
格
・
未
経
験
で
働
け
る
職
場
も
あ
り

ま
す
の
で
、
お
話
だ
け
で
も
聞
き
に
来
て
下

さ
い
。

■
日
　時
　
令
和
４
年
10
月
12
日
　
水
曜
日

　
　
　
　
　
14
時
〜
15
時
30
分

■
場
　所
　
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町

　
　
　
　
　
１-

７-

５
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

　
　
　
　
　
ビ
ル
B
１
階
　
第
１
展
示
場

■
参
加
費
　無
料

■
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
を
し
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。「
埼
玉
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
」
で
検

索
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

社
会
福
祉
法
人
　
埼
玉
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
８-

８
３
３-

８
０
３
３

（
月
曜
日
〜
金
曜
日

10
時
〜
17
時 

祝
日

を
除
く
）

地
域
就
職
相
談
会

地
域
就
職
相
談
会



支部社協では、
みなさんの身近な地域で、
福祉委員を中心に様々な  
ふれ合い 支え合い 助け合い
活動を行っています。

あなたのまちの

支部社協

※社協だよりの配布については、自治会のご協力をいただいております。 8

北
本
市
社
会
福
祉
協
議
会
だ
よ
り

令
和
４
年
１０
月
１
日

北
本
市
高
尾
１
丁
目
１８
０
番
地
　

☎
０
４
８
ー
５
９
３
ー
２
９
６
１

編
集
：
広
報
委
員
会

発
行
：
社
会
福
祉
法
人
北
本
市
社
会
福
祉
協
議
会

N
O

.160

西部支部

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

職
員
募
集

◆
こ
ど
も
応
援
未
来
基
金

・
西
澤
洋
子
　
　
　
　
１
０
０
，０
０
０
円

・
神
保
昭
子
　
　
　
　
　
６
０
，５
０
０
円

・
北
本
市
総
合
公
園
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

　
参
加
の
皆
様
　
　
　
　
２
９
，３
０
０
円

・
佐
藤
昌
子
　
　
　
　
　
２
２
，０
０
０
円

・
社
協
公
団
地
域
支
部
　
　
３
，９
０
０
円

・
高
井
輝
彦
　
　
　
　
　
　
３
，0
7
7
円

・
募
金
箱
（
社
協
窓
口
）
　
３
，１
５
９
円

・
匿
名
（
５
件
）
　
　
　
４
０
，０
０
０
円

◆
社
会
福
祉
指
定
寄
付

・
北
本
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
８
９
，５
３
３
円

・
赤
帽
埼
玉
県
支
部
第
一
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
６
，９
１
６
円

・
北
本
市
詩
吟
連
盟
　
　
１
４
，９
０
７
円

・
内
田
銀
次
郎
　
　
　
　
　
３
，０
０
０
円

・
本
宿
５
丁
目
自
治
会
12
班
一
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
，１
７
１
円

・
北
本
市
民
生
委
員
･
児
童
委
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
，１
４
６
円

・
匿
名
（
４
件
）
　
　
　
１
３
，０
０
０
円 

　　「
子
育
て
部
会
」
を
立
ち
上
げ
て
十
年
が

経
ち
ま
す
。
当
時
私
た
ち
は
、
地
域
の
子
育

て
世
代
の
人
た
ち
が
何
を
必
要
と
し
て
い
る

の
か
を
考
え
、
未
就
園
児
を
育
て
る
親
た
ち

が
気
軽
に
集
い
、
話
が
で
き
る
場
所
を
発
足

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
名
前
は
「
し
ゃ
べ

り
場
」
で
す
。
今
年
七
月
、
百
二
十
六
回
を

迎
え
ま
し
た
。
現
在
も
月
に
一
回
、
西
中
学

校
の
「
地
域
活
動
室
」
を
お
借
り
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
以
前
は

「
し
ゃ
べ
り
場
」
に
中
学
生
や
先
生
方
が
訪

れ
て
、
地
域
と
学
校
が
一
体
に
な
り
幼
児
や

若
い
保
護
者
さ
ん
た
ち
と
も
和
や
か
な
関
係

を
築
い
て
い
ま
し
た
。
　

　
し
か
し
、
こ
こ
数
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
蔓
延

防
止
で
行
動
制
限
が
厳
し
く
な
り
、
小
中
学

生
の
居
場
所
が
様
変
わ
り
し
、
行
動
や
学
習

意
欲
に
大
き
く
影
響
を
受
け
て
い
る
事
を
憂

慮
し
「
何
と
か
し
よ
う
」
と
子
育
て
部
会
は

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　
計
画
を
し
て
か
ら
一
年
、
練
り
に
練
っ
て

つ
い
に
、
学
習
支
援
を
メ
イ
ン
と
し
、
地
域

の
大
人
た
ち
と
子
ど
も
た
ち
が
共
に
憩
え
る

場
所
づ
く
り
を
開
始
し
ま
し
た
。

子
育
て
部
会
新
た
な
る
挑
戦

　
場
所
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
か
が
や
き
の

郷
」
の
施
設
を
お
借
り
し
ま
し
た
。
名
称

を
「
ど
ん
ぐ
り
っ
子
集
ま
れ
」
と
名
付
け
、

七
月
十
六
日
（
土
）
よ
り
開
始
し
ま
し
た
。

時
間
は
、
午
後
二
時
か
ら
四
時
ま
で
。
第
一

回
目
の
こ
の
日
は
小
学
生
と
年
長
さ
ん
が
自

ら
学
習
し
た
い
「
ド
リ
ル
」
を
持
参
し
、
自

主
的
に
勉
強
。
子
育
て
部
会
の
人
た
ち
は
孫

に
接
す
る
よ
う
に
寄
り
添
い
、
勉
強
や
会
話

で
楽
し
い
二
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
八
月
六
日
（
土
）
に
は
、
学
習
支
援
「
夏

休
み
」
番
外
編
を
実
施
。
北
本
市
長
さ
ん
が

訪
問
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
小
学
生
た
ち

は
市
長
さ
ん
の
登
場
に
び
っ
く
り
、
初
め
て

お
会
い
し
た
！
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の

体
験
こ
そ
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
子
育
て
部
会
は
社
協
、
民
生
児
童
委
員
・

主
任
児
童
委
員
と
共
に
地
域
の
子
ど
も
が
地

域
の
人
た
ち
と
安
心
で
き
る
居
場
所
が
で
き

る
よ
う
に
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

社
協
西
部
支
部
　
　
奥
山
　
美
穂

北
本
社
協
職
員
募
集
【
非
常
勤
】

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
職
場
で

資
格
を
活
か
し
て
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

①
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
送
迎
職
員

■
資
格
　
普
通
自
動
車
運
転
免
許

■
給
与
　
時
給
１
，０
５
０
円
〜

■
時
間
　
８
時
20
分
〜
10
時
20
分
、

　
15
時
45
分
〜
17
時
30
分

■
勤
務
日
数
　
週
２
〜
３
日
で
き
る
方

②
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
介
護
職
員

■
資
格
　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上

■
給
与
　
時
給
１
，０
２
０
円
〜（
２
年
目
の

　
４
月
以
降
１
，０
９
０
円
）
他
に
処
遇
加
算

　
あ
り

■
時
間
　
８
時
30
分
〜
17
時
、
９
時
〜
17
時

　
30
分
、
９
時
〜
13
時
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

■
勤
務
日
数
　
２
〜
５
日
（
応
相
談
）

③
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
看
護
職
員

■
資
格
　
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師

■
給
与
　
時
給
１
，４
２
０
円
〜

　
他
に
処
遇
加
算
あ
り

■
時
間
　
８
時
30
分
〜
17
時
、
９
時
〜
16
時

　
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

■
勤
務
日
数
　
２
〜
５
日
（
応
相
談
）

①
②
③
共
通

■
休
日
　
日
、
祝
、
年
末
年
始

■
勤
務
地
　
北
本
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
　
北
本
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
〒
３
６
４-

０
０
３
４
　
北
本
市
高
尾

　
１-

１
８
０
北
本
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
☎
５
９
３-

２
９
６
１

　※

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
６
月
１
日
〜
令
和
４
年
８
月
31
日

善
意
の
寄
付

北本市社会福祉協議会は、
災害時のボランティア
体験を行うブースを
開設しました。
詳細はP2に掲載
しています。

九都県市合同防災訓練

北本市社会福祉協議会だより
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北本市社会福祉協議会ホームページ
https://www.kita-sha.jp/

Facebook
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shakyo.saitama

LINE公式アカウント 
北本市社会福祉協議会




